











A Study on Interior Image
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1 2 3 4 5 6 7 8
クラシック 4 13 12 7 8 11 14 4
シック 10 7 12 15 17 13 10 7
エレガント 11 0 2 4 2 5 4 5
カジュアル 0 3 2 2 3 0 0 2
和風 0 0 0 0 0 0 2 3
キュート 1 0 0 0 0 0 0 0
モダン 2 7 6 2 4 4 4 4
アジアン 7 4 0 4 0 0 1 9
ナチュラル 0 1 0 1 1 1 0 1
表２　そのイメージを選んだ理由
1 2 3 4 5 6 7 8
配色 18 17 21 16 14 12 10 8
家具のデザイン 6 7 4 3 7 6 5 11
家具の種類 4 6 4 4 3 4 4 4
壁紙 1 2 1 2 1 3 2 3
床材 0 0 1 2 2 0 1 3
小物 1 0 2 0 6 2 7 2
カーテン 2 0 0 1 0 1 1 0
部屋の使い方 3 2 2 5 1 4 2 0
その他 0 0 0 0 0 0 1 1

























　2-2-1	 　2-2-2	 　2-2-3	 　2-2-4





































1 2 3 4 5 6 7 8
クラシック 5 1 7 2 1 0 2 2
シック 13 6 10 6 0 9 8 10
エレガント 1 1 3 7 1 2 3 6
カジュアル 4 7 3 6 11 5 8 3
和風 0 0 0 0 0 0 0 0
キュート 0 0 0 0 1 0 0 0
モダン 8 6 8 10 14 12 8 9
アジアン 0 1 0 0 2 3 1 2
ナチュラル 4 13 4 4 5 4 5 3
表４　そのイメージを選んだ理由
1 2 3 4 5 6 7 8
配色 14 10 10 14 17 15 15 11
家具のデザイン 6 2 12 10 7 4 7 8
家具の種類 5 4 8 5 2 10 4 1
壁紙 4 3 1 2 1 2 2 0
床材 1 1 0 0 2 1 1 0
小物 2 7 1 2 2 0 0 4
カーテン 1 1 0 0 0 0 0 6
部屋の使い方 1 6 3 1 2 2 4 3
その他 0 0 0 0 0 0 0 0















　2-3-1	 　2-3-2	 　2-3-3	 　2-3-4
　2-3-5	 　2-3-6	 　2-3-7	 　2-3-8
表６　そのイメージを選んだ理由
1 2 3 4 5 6 7 8
配色 6 5 4 21 10 8 9 12
家具のデザイン 5 9 9 3 10 10 5 5
家具の種類 8 6 5 3 5 6 4 3
壁紙 0 2 2 0 1 1 1 0
床材 0 5 6 0 1 2 0 2
小物 1 4 5 1 2 0 9 2
カーテン 13 0 0 2 3 4 3 5
部屋の使い方 1 3 4 5 0 1 0 3
その他 0 0 0 0 0 0 1 0
複数回答 1 1 0 0 3 3 3 3
表５　エレガントインテリアに対する一致度（N=35）
1 2 3 4 5 6 7 8
クラシック 2 2 6 2 6 3 4 2
シック 8 9 11 11 8 5 7 12
エレガント 14 6 6 9 15 6 10 4
カジュアル 1 5 3 4 3 7 5 4
和風 0 0 1 0 0 0 0 0
キュート 0 0 0 0 0 0 1 0
モダン 4 5 5 3 1 7 4 5
アジアン 4 2 1 2 2 1 2 2














　2-4-1	 　2-4-2	 　2-4-3	 　2-4-4
　2-4-5	 　2-4-6	 　2-4-7	 　2-4-8
表７　カジュアルイメージに対する一致度（N=35）
1 2 3 4 5 6 7 8
クラシック 1 1 0 0 0 1 0 0
シック 0 0 0 0 1 0 0 0
エレガント 0 3 1 1 1 1 0 0
カジュアル 11 11 6 8 7 10 4 9
和風 1 0 1 2 0 0 0 1
キュート 12 1 15 16 20 0 18 11
モダン 4 12 8 7 6 14 10 8
アジアン 1 1 1 1 0 3 1 3
ナチュラル 5 6 3 0 0 6 2 3
表８　そのイメージを選んだ理由
1 2 3 4 5 6 7 8
配色 18 8 11 16 21 3 24 11
家具のデザイン 5 7 4 6 7 7 0 9
家具の種類 4 3 0 4 1 13 4 6
壁紙 0 2 2 0 0 0 0 1
床材 0 5 2 1 3 6 0 0
小物 3 3 11 5 2 0 3 4
カーテン 0 3 0 0 0 0 0 0
部屋の使い方 4 3 4 0 0 5 1 1
その他 0 0 0 0 0 0 0 0
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1 2 3 4 5 6 7 8
クラシック 1 5 2 4 0 1 2 5
シック 0 3 1 5 0 0 0 3
エレガント 0 2 1 1 0 1 0 0
カジュアル 0 1 0 5 0 0 0 2
和風 34 20 25 13 35 25 30 4
キュート 0 0 0 0 0 1 0 0
モダン 0 2 1 3 0 1 3 13
アジアン 0 2 4 2 0 0 0 3
ナチュラル 0 0 1 1 0 6 0 5
表10　そのイメージを選んだ理由
1 2 3 4 5 6 7 8
配色 0 6 1 13 0 3 2 13
家具のデザイン 4 8 9 5 4 6 5 6
家具の種類 13 7 8 7 4 6 2 8
壁紙 0 4 2 0 0 0 4 0
床材 11 2 4 0 20 2 11 1
小物 1 4 6 2 2 10 0 0
カーテン 0 1 0 2 0 0 1 0
部屋の使い方 5 2 2 5 3 4 6 4
その他 0 0 0 0 0 1 2 0























1 2 3 4 5 6 7 8
クラシック 0 1 1 2 0 3 1 1
シック 0 3 0 6 1 5 7 1
エレガント 0 4 2 5 1 17 6 3
カジュアル 1 3 4 1 0 1 3 1
和風 0 1 1 0 0 1 0 0
キュート 32 21 17 13 31 1 6 25
モダン 0 2 8 5 2 4 5 0
アジアン 2 0 1 1 0 0 1 2
ナチュラル 0 0 1 2 0 3 6 2
表12　そのイメージを選んだ理由
1 2 3 4 5 6 7 8
配色 7 7 19 14 18 11 15 10
家具のデザイン 16 10 5 5 3 9 5 8
家具の種類 1 5 0 7 3 3 4 3
壁紙 3 0 1 0 3 0 2 1
床材 2 1 0 4 1 3 1 1
小物 5 9 1 2 0 3 0 6
カーテン 0 1 6 1 0 4 2 1
部屋の使い方 0 1 0 1 3 2 3 2
その他 0 0 0 0 0 0 1 0
複数回答 1 0 3 1 4 0 2 3
　2-6-1	 　2-6-2	 　2-6-3	 　2-6-4






















ルにおいても、最も cool に近い hard な位置にモ
ダングループが配置されており、色としては明度
　2-7-1	 　2-7-2	 　2-7-3	 　2-7-4
　2-7-5	 　2-7-6	 　2-7-7	 　2-7-8
表13モダンイメージに対する一致度（N=35）
1 2 3 4 5 6 7 8
クラシック 5 10 2 7 2 8 8 4
シック 16 14 7 12 0 13 6 7
エレガント 3 4 6 2 3 1 3 3
カジュアル 2 0 6 1 9 0 1 2
和風 0 0 0 0 0 0 0 0
キュート 0 0 0 0 0 0 0 0
モダン 9 7 10 11 14 10 14 16
アジアン 0 0 2 1 1 1 2 1































1 2 3 4 5 6 7 8
配色 17 17 8 18 11 19 4 11
家具のデザイン 5 6 5 5 3 8 13 3
家具の種類 5 6 9 6 2 3 8 4
壁紙 3 0 2 0 0 0 1 2
床材 1 0 0 1 8 0 1 1
小物 1 2 5 2 2 0 2 3
カーテン 0 1 1 0 1 0 1 1
部屋の使い方 2 2 4 2 5 3 0 7
その他 0 0 0 0 0 0 1 0
複数回答 1 1 1 1 3 2 4 3




















　2-8-5	 　2-8-6	 　2-8-7	 　2-8-8
表15　アジアンイメージに対する一致度（N=35）
1 2 3 4 5 6 7 8
クラシック 4 6 8 8 1 7 5 5
シック 3 3 3 8 0 1 8 6
エレガント 9 12 4 4 5 13 2 9
カジュアル 1 1 0 3 0 0 3 1
和風 1 0 0 0 1 0 0 0
キュート 3 1 0 0 1 1 1 0
モダン 1 0 2 2 2 1 7 4
アジアン 13 12 18 10 25 12 9 6
ナチュラル 0 0 0 0 0 0 0 2
表16　そのイメージを選んだ理由
1 2 3 4 5 6 7 8
配色 7 3 10 11 6 15 11 16
家具のデザイン 14 13 5 9 8 4 4 2
家具の種類 6 3 2 6 3 5 1 2
壁紙 1 3 15 1 0 3 11 6
床材 2 4 2 2 10 0 0 0
小物 2 3 0 0 4 1 2 2
カーテン 0 0 0 3 1 0 5 2
部屋の使い方 2 5 0 0 2 1 0 1
その他 0 0 0 0 0 1 0 0











　2-9-1	 　2-9-2	 　2-9-3	 　2-9-4
　2-9-5	 　2-9-6	 　2-9-7	 　2-9-8
表17　ナチュラルイメージに対する一致度（N=35）
1 2 3 4 5 6 7 8
クラシック 1 2 2 2 1 1 1 1
シック 4 0 2 5 0 2 4 0
エレガント 4 1 2 4 3 3 2 1
カジュアル 7 4 6 3 5 3 11 8
和風 2 1 0 1 3 1 1 3
キュート 1 0 0 0 1 0 0 0
モダン 6 11 7 9 5 10 3 3
アジアン 2 1 2 5 4 3 1 5
ナチュラル 8 15 14 6 13 12 12 14
表18そのイメージを選んだ理由
1 2 3 4 5 6 7 8
配色 7 6 8 13 8 10 15 9
家具のデザイン 10 3 10 9 5 1 5 6
家具の種類 4 6 6 3 6 3 3 5
壁紙 0 4 1 0 0 3 0 0
床材 7 0 0 4 3 6 1 3
小物 3 9 3 1 4 2 3 4
カーテン 0 2 0 2 3 4 2 1
部屋の使い方 3 2 6 2 3 5 5 4
その他 0 0 0 0 0 0 0 0
複数回答 1 3 1 0 3 1 1 2
17－ －
３　属性によるイメージの違い
　今回のアンケート調査は、女子学生のほかに、男子学生や留学生、シニア学生などが含まれてい
た。サンプル数が総数でも少ないため、それぞれを比較検討するほどではなかったが、気づいた点
について少し述べることとする。
　留学生など、文化の違いによって、イメージするものが異なっていることは当然のことと思われ
たが、この写真を見てイメージを選ぶ作業においては、留学生が特に違う判断をしているような傾
向はみられなかった。特に、留学生であっても、日本語を十分に話し、日本での生活経験の長い留
学生にとっては、さほどの違いがないのかも知れない。
　男子学生やシニア学生も少数であったため、その違いが明確にすることができなかっただけかも
しれない。けれども72種類のコーディネートのそれぞれにおいて、女子学生とその他の人たちの違
いを比べてみて、特徴があったのは次の５例だけであった。
　一つは、アジアンだと思って学生がコーディネートした2-8-1であるが、コーディネートをした学
生だけでなく、女子学生の中には、アジアンだと思う人が一番多いものの、男子学生・留学生・シ
ニア学生にはアジアンだと思う人は少なく、どのイメージなのか意見の分かれるところとなった。
女子学生に共通してアジアンと受け入れられた理由が何かはわからない。
　同様に、女子学生だけがコーディネートを行った女子学生と同様の感じ方をしているものが、2-5-4
である。女子学生には和風が圧倒的に多いにもかかわらず、また留学生だけでなく、男子学生にも
シニア学生にも和風をイメージした人が少ない結果となった。
　そして、最も特徴的なことは、これらの違いの中で5例中3例までもが、シックとモダンのとらえ
方の違いであったことである。シックもモダンもグレー系を主としたコーディネートになっている
が、女子学生には共通してシックととらえる傾向があり、男子学生・留学生・シニア学生にはモダ
ンととらえる傾向が見られた。シックやモダンのすべてのコーディネートに共通した特性ではなかっ
たので、何か特徴的なものがある場合に、それに反応して両者の違いが顕在化するものと考えられ
る。
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18－ －
インテリアイメージに関する一考察　－インテリアイメージの現状と認識－
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　女子学生にみられるこの特性は、女子学生がシックやモダンという言葉の中に、どのようなイメー
ジを持っているのかを明らかにしなければいけないが、ファッションで用いられるイメージを流用
していたり、学生が利用する店舗などの先進的なインテリアのイメージから影響をうけていたりす
ることが大きな関連を持っているのかもしれない。
４　まとめ
　インテリアのイメージは多様な用いられ方をしており、また「クラシック」「シック」「エレガン
ト」等の言葉だけでは、そのイメージがほとんど一致しているとは言い難いことが分かった。しか
しながら、まったくそれらのイメージが何も思い浮かべないかといえばそういうわけではなく、そ
れぞれの分類基準に従ったイメージはやはり持っており、それらの言葉がある程度一般化されたも
のであることもまた推察された。イメージ写真を見てどのイメージかを分類した協力者たちはいい
加減な分類をしているのではなく、それぞれのイメージの持つある部分に反応してイメージを選択
していた。これらのイメージは、ファッションや音楽などにおいても使われるものであり、それぞ
れの立場におけるとらえ方をしていることが、共通認識を持つうえで支障となっているのではない
だろうか。
　また、クラシック、シック、エレガント、カジュアル、和風、キュート、モダン、アジアン、ナ
チュラルという9つのイメージは、配色イメージスケールのようなものにおいて均等なバランスを以
て配色の区別をつけることが可能な分類ではなく、配色上は似たものもあり、インテリアイメージ
としては配色だけで分類できるものではないと感じた。
　一方、言葉だけでなく、その見本となる写真等が添付されている場合には、比較的共通認識が得
られやすく、そのため、インテリアスタイルが多様化していても、それぞれのインテリアイメージ
の分類が違っていても、それほどの混乱なくそのイメージを採用してきているのだと言える。
0
2
4
6
8
10
2-7-3
20－ －
インテリアイメージに関する一考察　－インテリアイメージの現状と認識－
　インテリアイメージのとらえ方には世代間の違いがあると考えられているが、今回の調査では特
定の要素にのみ相違が顕著化していた。その中で、モダンとシックのとらえ方に大きな違いがある
ように感じられ、特にそれが顕著化しやすいように思われた。
　今回は、イメージごとのコーディネート数も各イメージについて8パターンと少なかったが、8パ
ターン×9イメージの72のコーディネートについてイメージを考えたり、理由を選んだりすること
は、ある意味限界であった。サンプル数についても、よりたくさんのサンプルを得ることが非常に
重要であったと思われるが、同時に多数の意見を得ようとするこの調査方法に無理があった。また、
PC ソフトを利用してのインテリアコーディネートにも家具の選択肢や表現上の制約が多く、イメー
ジを正確に伝えるのには不向きであったことが否めない。
　インテリアイメージを統一して分類するための基準を探ることは決して容易ではない。配色だけ
でなく、素材やデザインも時には配色以上に重要となることが分かった。現実には、これほど壁面
の色に違いがあるインテリアに暮らす人は日本には少ない。日本のインテリアの多くは、家具や小
物によってイメージを決定づけられていることも多いのである。また、イメージそのものも、一つ
のイメージにまとめられるインテリアコーディネートだけでなく、多様な要素を含んだインテリア
コーディネートが多くなってきているようにも思われる。素材やデザインの違いによるイメージの
現状についてももっと正確にとらえることが必要と思われる。
１）日本カラーデザイン研究所　イメージスケールとは
　　http://www.ncd-ri.co.jp/about/image_system.html
２）A.F.T. 色彩検定テキストの3級のテキストにはインテリアのイメージは掲載されておらず、1級のテキスト
には、インテリアのイメージは色彩の方向性を検討するためにまず大切になることと書かれているが、その
イメージは、「明るく、さわやかで、シンプルな空間」や「暖かく、穏やかで、エレガントな部屋」という
ように2～3の形容詞を用いる必要があると記載されている。（1級テキスト P146）
３）A.F.T 色彩検定公式テキスト2級編　（社）全国服飾教育者連合会（A.F.T）監修　
（株）A.F.T 企画発行　2009　P92-93
４）「インテリアコーディネートトレーニングブック」川村容冶著　（株）ビー・エヌ・エヌ新社発行　2009
５）静岡文化芸術大学 HP 上にて宮内教授が9イメージ分類についての紹介を行っている。
　　http://www.suac.ac.jp/education/teacher/design/miyauchi.html
６）インテリア産業協会 HP「インテリア大好き」に示されているだけでなく、インテリアコーディネーターテ
キストにも同様の記載がある。
　　http://www.interior.or.jp/daisuki/oshiete/what/
７）住宅建築専門用語辞典
　　http://www.what-myhome.net/yougo_a/katego_interia.htm
８）住まいづくり研究室
　　http://www.ie-erabi.com/inte/style1.html
９）Neostyle プランニングガイド
　　http://www.i-neostyle.com/guide/style_select/
10）「インテリアイメージマップ政策のための調査研究（1）雨宮勇　椙山女学園大学研究論集第35号2004
11）「インテリアイメージマップ政策のための調査研究（2）雨宮勇　椙山女学園大学研究論集第36号2005
12）「インテリアイメージマップ政策のための調査研究（2）雨宮勇　椙山女学園大学研究論集第38号2007
21－ －
13）「インテリアイメージの世代間の相違－インテリアイメージマップによる調査研究（1）」雨宮勇　椙山女学
園大学研究論集第39号　2008
14）「インテリアイメージの世代間比較　高齢者のイメージを中心に」北本裕之・藤本尚久　日本生理人類学会
誌　7巻2号　2002
　　「住宅インテリアの色彩イメージに関する研究」佐藤仁人　日本建築学会構造系論文集　第73巻第628号2008
